
平成 31年第 1回 (3月 )上越市議会定例会

総務常任委員会資料

※新元号が未定であるため、改元が予定されている日以降の年についても「平成」により表

記しています。

案 件 番 号 案 件 名 提 出 課 ページ

議案第 14号 平成 30年度上越市一般会計補正予算 (第

6号 )

新幹線・交通政

策課ほか
1～ 8

議案第 20号 平成 30年度上越市新幹線新駅地区土地

区画整理事業特別会計補正予算 (第 2号 )

新幹線・交通政

策課
9

議案第 66号
上越都市計画事業上越市新幹線新駅地 区

土地区画整理事業施行条例の廃上 につい

て

新幹線・交通政

策課
10

議案第 1号 平成 31年度上越市一般会計予算 企画政策課 ほか H～ 30

企画政策部



予算案件における目標の記載について

全ての事業を義務的事業、経常的事業、政策的事業に分類し、下記のように整理

して記載しています。

1 義務的事業…生活保護など扶助費全般や戸籍事務、国県事業等への負担など

。法定受託事務など法令等の目的・趣旨と事業の目的と合致しており、市民に

安定的にサービスを提供することが目標であるため記載しません。

・市の政策としてサービスを付加する場合は記載しています。

2 経常的事業一財務会計事務、契約事務、庶務事務、施設の維持管理運営など

・行政運営に必要不可欠な財務会計事務などの内部管理事務については、滞り

なく実施することが日標であるため記載しません。

。施設の維持管理運営は、適切な維持管理と運営により市民等が安全安心に利

用できることが目標であるため記載しません。ただし、施設の付加価値を高

めるための取組を実施し、入館者数や利用者数などを設定できる場合は日標

を記載しています。

3 政策的事業…上記以外の事業

・全ての事業について目標を記載しています。



所 管 委 員 会 総務常任委員会

関 係 案 件 議案第 14号

提  出  課 新幹線 。交通政策課

歳出科目 (P56～ P57) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事    業    名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

新幹線整備促進費 251,285 △97,587 153,698

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

国庫支出金

一般財源

△46,598

△50,994

負担金補助及び交付金

△97,587

【補正理由】

新幹線新駅周辺地区まちなみ形成推進事業における建築資金借入利子前払事業補助金及

び優良建築物等整備事業補助金について、当初の見込みを下回ることから減額するもの

【補正内容】

(歳入)

区  分 補正前 補正額 補正後

国庫支出金 81,400 △46,598 34,807

81,400 △46,593 34,807

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後

負担金補助及び交付金 245,997 △97,587 148,410

93,788 △61,794 31,994

147, 100 △35,793 111,307



歳出科日 (P56～ P57) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

並行在来線対策事業 70,225 △4,206 66,019

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

市債

一般財源

△500

△8,706

負担金補助及び交付金

△4,206

【補正理由】

北越急行安全輸送設備等整備事業補助金について、国の内示率の減にあわせて、協調補

助で実施する補助金を減額するもの

【補正内容】

(歳入)

区  分 補正前 補正額 補正後

市債 65,300 △500 64,800

65,300 △500 64,800

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後

負担金補助及び交付金 70,070 △4,206 65,864

6,539 △4,206 2,333
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歳出科 目 (P56～ P57) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

地域公共交通運行対策費 391,180 △26,197 364,983

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

県支出金

一般財源

△ 104

△26,093

負担金補助及び交付金

△26,197

【補正理由】

路線バスの運賃収入が当初の見込みを上回るとともに、人員削減等により補助対象経費

が減少したことから、バス運行対策費補助金を減額するもの

【補正内容】

(歳入)

区  分 補正前 補正額 補正後 備  考

県支出金 26,981 △ 104 26,877

26,981 △ 104 26,877

上関田線及び山直海線

のデマンド運行の稼働

率が当初の見込みを下

回ったことによる減

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後 備  考

負担金補助及び交付金 388,941 △26,197 362,744

382,465 △26,197 356,268

運賃収入が当初の見込

みを上回るとともに、人

員削減等により補助対

象経費が減少したこと

による減
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系 統

番 暑
路練名 起点～ {主 な経 由地)～ 終点

運 行 票 軍 平 均 祭
経常費用 経常1収

―
益

糸 寵
路線名 起点～ (主 な経由地)～ 終点

運 符 爽 車 平 均 乗
苗 諄:虚 経常費用 経常収益

谷 ～ 浦 川 原 区 中 心部 ～ う らが わ ら駅 前

うみてらす名立前～ろばた館前～東飛山

系統
路線名 起点～ (主 な経由地)～ 終虚

運 行

Ittl畿

実 車

手行 キ 働

平均乗
壷膨庫 経常賢用 経常収益

i田 駅前～番町～杉林入口

倉中学校～上関田

糸 税
路線名 湿点～ (主 な経由地)～ 終点

運 行

同説

実草
■行キB

平 均 乗

壼 陸 庫
経常貢用 経常収益

(参考 1)平成 30年度路線別バス運行対策費補助金一覧 (決算見込額 )

〕こ街

回数

実草

走行キ El

半 切 来

車 密 度
経常1費 用 経常

―
収益
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系 縦
■ 経常欠授 収支率

経常欠 損 収支率
国庫補助 市単補助 系 統

経常欠攪 収支泰
県単補助

対象経貴 1 爵議纏留
国庫補助金 (1) 県補助Ω ⑨ 市稀 勁 金

(う十こう
系統

51400001   1,673.192

6.602.273
9 580 012 9,337.0001   5.104,012

経常欠損 収支率
県 単 補 助 市 単 補 助 県補助金 ③

―
市稲助金 系 縦

経常 欠損 暇
=率

|.Pく楡
市単補助

対象経費 口・県→事業者
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提  出  課 企画政策課

歳出科日 (P58～ P59) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

定住促進奨学金貸付事業 15 289 304

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

一般財源 289 繰出金 289

【補正理由】

上越市定住促進奨学金貸付条例第 15条第 3号の規定に基づき、卒業後も本市に居住し、

事業所等に就業している場合は、奨学金 (通学費)返還額の 3分の 2に相当する額を免除

することから、免除により生じる 2億円の定額運用基金の不足額を基金へ繰り出すもの

【補正内容】

○概要

・利用状況 (平成 31年 1月 末状況)

※市外転出により奨学生の資格を喪失したが、引き続き学生であることから、返還を猶予

している。

・返還額概要

区  分 補正前 補正額 補正後

繰出金 0 289 289

0 289 289

6

申込者数

貸付

返還
返還猶予

※

計 50人 20人 12人 18人 32人 16人 12人 2人

18人 6人 3人 9人 12人 6人 3人 0人

32人 14人 9人 9人 20人 10人 9人 2人

返還者への

貸付総額
30年度返還額

30年度返還額のうち

返還免除者の対象額
返還免除額 返還額

3,576,478円 581,598円 434,250円 288,250円 146,000円

(歳出)



提  出  課 新幹線・交通政策課

歳出科目 (P72～ P73) 8款 5項 2日 土地区画整理費

単位 :千円

事 業 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

新幹線新駅周辺整備事業 130,942 △57,000 73,942

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

市債 △57,000 繰出金 △57,000

【補正理由】

新幹線新駅地区土地区画整理事業特別会計の事業費が減額となることから、繰出金を減

額するもの

【補正内容】

(歳入)

区  分 補正前 補正額 補正後

市債 123,100 △57,000 66, 100

123,100 △57,000 66, 100

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後

繰出金 123,100 △57,000 66, 100

123,100 △57,000 66, 100
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歳出科目 (P72～ P73) 8款 5項 2日 土地区画整理費

単位 :千円

事    業 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

新幹線新駅周辺施設維持管理費 52,489 0 52,489

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料 △9,824

-般財源      91824

【補正理由】

上越妙高駅駐車場使用料が、駅周辺の民間駐車場の増加に伴い、当初の見込みを下回る

ことから、決算見込みにあわせて財源を組み替えるもの

【補正内容】

(歳入)

区  分 補正前 補正額 補正後

使用料及び手数料 54,905 △ 12,240 42,665

52,489 △9,824 42,665
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所 管 委 員 会 総務常任委員会

関 係 案 件 議案第 20号

提  出  課 新幹線・交通政策課

歳出科目 (P172～ P173) l款 1項 1目 土地区画整理事業費

単位 :千円

【補正理由】

上越妙高駅東側区域の電線入線業務委託料について、県施工区間との負担区分の見直し

により当初の見込みを下回ることなどから減額するとともに、保留地の売却収入が見込め

ないことから、財源を組み替えるもの

【補正内容】

(歳入)

区  分 補正前 補正額 補正後

財産収入
①5,29働

29,341

(△ 95,296)

△29,341

(0 )

0

05,29D
29,341

(△ 95,296)

△291341

0)
0

一般財源 123,100 △25,887 97,213

123,100 △57,000 66, 100

0 31,H3 31,113

※ (  )は、保留地処分金の全体額

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後

委託料 138,573 △55,228 83,345

126,547 △55,228 71,319

9

事 業 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

上越市新幹線新駅地区土地区画整理事

業
161,333 △55,228 106,105

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

財産収入

一般財源

△29,341

△25,887

委託料 △65,228



所 管 委 員 会 総務常任委員会

関 係 案 件 議案第 66号

提  出  課 新幹線 。交通政策課

上越都市計画事業上越市新幹線新駅地区土地区画整理事業
施行条例の廃止について

1 廃止理由

平成 30年度末をもって土地区画整理事業が完了することに伴い、条例を廃止する

もの

2 施行期 日

平成 31年 4月 1日
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所 管 委 員 会 総務常任委員会

関 係 案 件 議案第 1号

提  出  課 企画政策課

歳出科目 (P128～ P131) 2款 1項 7目 企画費

単位 :千円

事    業    名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

土地利用対策費 532 617 △85

主 な 財 源 主 な 経 費

県支出金

一般財源

458

74

報酬

共済費

旅費

54

56

需用費

使用料及び賃借料

【目的】

上越市大規模開発行為の適正化に関する条例や国土利用計画法に基づく届出制度の運用

により、関係法令や市の各種計画等と整合を図りながら、第 6次総合計画の土地利用構想

に適合した土地利用を推進する。

【31年度目標】
。上越市大規模開発行為の適正化に関する条例の運用により、市内の大規模な土地利用

を審査し、第 6次総合計画を始めとする市の各種計画や関係法令に適合した土地利用

を推進する。
。国土利用計画法に基づく土地売買等届出制度の運用により、市内の大規模な土地取引

情報を把握し、第 6次総合計画を始めとする市の各種計画や関係法令に適合した土地

利用の推進に活用する。

【実施内容】
。上越市大規模開発行為の適正化に関する条例の運用
。上越市大規模開発行為審議会の開催
。国土利用計画法に基づく土地売買等届出の受理等
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歳出科 目 (P180～ P131)
|

2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業    名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ    屯莞

企画調整費 55,502 47,473 8,029

○企画調整費 (庶務関係)  2,044
【目的】

国、県、関係自治体及び関係機関と連携を図りながら、要望活動などを通じ、市の施策

や事業の実現を目指す。

【31年度目標】
。国、県、関係自治体及び関係機関との連携や連絡調整を図りながら、当市が抱える諸

課題の早期解決及び改善に向けた提言や要望を行う。

・上越市内官公長連絡協議会を開催し、関係機関との情報共有と情報交換を行う。

【実施内容】

・国及び県の制度、予算に対する要望活動

・市内官公長連絡協議会の開催
。全国施行時特例市市長会との連携

○重要施策企画調整事業  H,H4
【目的】

各種制度や事業等に関する情報収集、調査研究を行うとともに、市の重要施策の企画、

立案及び総合調整を行う。また、「産・官 。学 。金・労・民」の連携 。協働により、当市に

おける地方創生の取組を推進する。

【31年度目標】

・第 6次総合計画に掲げた将来都市像の実現に向けて計画の進捗管理を行う。

・重要施策の企画・立案に必要な調査研究、情報収集等を行う。

・地方創生の着実な推進に向けて「産・官 。学 。金・労・民」の連携・協働を促進する。

・重要業績評価指標 (KPI)の 達成状況を踏まえ、「上越市まち・ひと 。しごと創生総

合戦略」の評価 。検証を実施するとともに、平成 32年度以降の取組に向けて次期総合

戦略の策定を行う。

【実施内容】

○第 6次総合計画の推進

・施策・事業の進捗や課題を踏まえ、計画の推進に必要な新規事業の検討や既存事業

の見直しを行う。

・冊子配布や出前講座等で後期基本計画の周知を図り、市民参画・協働を推進する。

主 な 財 源 主 な 経 費

国庫支出金

県支出金

市債

19,289

1,540

18, 100

一般財源 16,573 旅費

委託料

公有財産購入費

1920

8,784

30,700

負担金補助及び交付金

5,720
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○ 「上越市まち 。ひと 。しごと創生総合戦略」の推進及び次期総合戦略の策定  2,127
・「産 。官 。学 。金・労 。民」の連携・協働による「上越市まち・ひと 。しごと創生推

進協議会」を運営する。

・市民の声アンケー ト、若者・子育て世代アンケー トを実施する。

・次期総合戦略の策定、パブリックコメントを実施する。

○まち 。ひと 。しごと創生事業補助金  3,000
・民間団体や事業者等による当市の地方創生の推進に資する事業を支援する。

○重要施策の企画・立案  2,542
・地方創生、地方分権及び国県の支援制度等に係る調査研究や情報収集を行う。

○社会資本整備総合交付金事業 (直江津地区)事後評価の実施  3,080
・5年間の計画終了に伴い、事業の効果を検証する。

○上越地域ご当地ナンバー導入検討会負担金  365
。上越地域における地域振興、観光振興等とともに地域の一体感の醸成を図るため、

図柄入 りご当地ナンバープレー トの導入 。普及に向けたPR等の取組を進める。

[充]○域学連携推進事業  188
【目的】

大学と地域との連携体制を構築し、相互交流や実践活動を推進するとともに、地域の課

題解決やまちづくりの推進に取り組み、地域の活性化を図る。

【31年度目標】

大学と地域の連携による課題解決 。まちづくりの新たな取組を 2件以上実施する。

【実施内容】

・市内における域学連携の先行事例を基に、町内会等の活性化や大学の研究 。実践の推

進などの連携効果をPRし、地域と大学双方の関心と参加を広げる。

・連携協定を締結する上越教育大学、県立看護大学及び法政大学と、地域の課題等につ

いて情報共有を図り、連携取組を検討 。実施する。あわせて、県内外の大学と地域と

のマッチングを支援する県の制度を活用し、新たな大学との連携づくりに取り組む。

○城下町高田再生推進事業  42,156

【目的】

城下町高田の歴史・文化資産の活用を通じて、高田市街地の魅力や都市機能の向上を図

り、定住の促進と交流人口の拡大を図る。

【31年度目標】

次世代の街の担い手の育成と連携の促進に向けて、空き家等のリノベーションに関する

取組を行うとともに、更なる交流人口の拡大に向けて、高田小町駐車場の整備に取り組む。

【実施内容】

○城下町高田創生事業補助金  2,100
・民間団体や事業者等による地域再生計画 「城下町高田の歴史・文化をいかした『街

の再生』」の推進に資する事業を支援する。

○城下町高田リノベーションまちづくり事業  3,154
・空き家等のリノベーションを通じた街なかの再生に向けて、次世代の街の担い手の

育成などを進めるため、ワークショップの開催やパンフレットの作成を行う。
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[新 ]○高田小町駐車場整備事業  36,902
・来訪者が増加傾向にある高田小町の集客機能の強化と利便性の向上を図るため、駐

車場用地を取得する。
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提  出  課 新幹線・交通政策課

歳出科目 (P132～ P133) 2款 1項 7目 企画費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ    車交

新幹線整備促進費 58,256 251,285 △ 193,029

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 58,256 旅費 280

1,533委託料

負担金補助及び交付金

56,388

新幹線が持つ様々な価値と可能性をまちの力として取 り込み、地域の発展と市民生活の質

の向上へとつなげていくため、関係団体との連携の下、新幹線をいかしたまちづくりを進め

ていく。

また、広域の玄関口である上越妙高駅周辺地区において、まちなみ検討会議で取 りまとめ

た 「新幹線駅周辺地区まちなみ形成構想」の具現化に向けた事業を展開する。

○新幹線新駅周辺地区まちなみ形成推進事業  56,299
【目的】

広域の玄関口である上越妙高駅周辺地区のまちなみ形成と、土地利用方針に位置付けた

「質の高い新都市空間」の形成を推進する。

【31年度目標】

各種補助制度を通じた上越妙高駅周辺への企業進出の加速化

【実施内容】

○企業設置等奨励金
。進出に伴い取得した固定資産 (土地を除く)の課税額相当額を奨励金として交付す

る。

○建築資金借入利子前払事業補助金

・施設建設に当たり資金借入をする企業に対し、その借入利子 (10年分)を前払いす

ることにより、資金調達に係るコス トを低減させる。

○レンタルオフィス・サポー ト事業補助金
。上越妙高駅周辺における賃貸オフィスヘ新たに入居する企業に対し、その賃貸料の

一部を助成することにより、進出に伴う初期費用を低減させる。
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○新幹線まちづくり推進事業  1,537
【目的】

新幹線開業によるまちの変化を的確に捉えながら効果的な施策を展開し、新幹線をまち

の力として取り込むことにより、第 6次総合計画で設定した市政運営のテーマである「選

ばれるまち」「住み続けたいまち」の実現を図る。

【31年度目標】
・新幹線をいかしたまちづくりの推進
。北陸新幹線上越妙高駅の利用促進

【実施内容】

○上越妙高駅利用啓発事業
。2022年度末の北陸新幹線敦賀延仲に向け、北陸新幹線の利便性を市ホームページや

広報上越等で情報発信し、市民や民間事業者の利用促進につなげる。

○上越妙高駅イルミネーション事業
。冬期間に上越妙高駅東口にイルミネーションを設置することにより、来訪者への歓

待の意を示すとともに、市民の来訪を促し、駅の賑わいを創出する。 (平成 29年度

から継続して実施)

○北陸新幹線の整備促進に向けた協議会の活動など  420
【目的】

北陸新幹線の早期金線開通と県内駅の利便性向上に向け、沿線自治体との連携の下、関

係団体に対する要望活動等を行う。

【31年度目標】

・北陸新幹線の整備状況等に関する的確な情報収集と効果的な要望活動の展開

・利便性の高い列車の停車実現に向けた各同盟会、協議会等の構成市との連携強化

【実施内容】

・北陸新幹線建設 。活用促進期成同盟会による要望活動等

・北陸新幹線関係都市連絡協議会による要望活動

・北陸新幹線建設促進同盟会への参加

・北陸新幹線利用促進研究会 (県、沿線市で構成)での研究活動

16



歳出科日 (P132～ P133) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ    屯莞

並行在来線対策事業 72,828 70,225 2,603

主  な  財  源 主 な 経 費

市債

一般財源

69,900

2,928

旅費

需用費

使用料及び貸借料

96

11

32

負担金補助及び交付金

72,689

【目的】

沿線の関係団イ本や関係機関と連携し、在来鉄道 (えちごトキめき鉄道、ほくはく線、信

越本線)の利便性の維持・向上及び利用促進を図るとともに、えちごトキめき鉄道腑及び

北越急行腑の経営安定化に向けた支援を行う。

【31年度目標】

市民の通学や通勤、買い物などの移動手段であり、地域経済を支える重要な社会インフ

ラである在来線の安全で安定した運行を維持するため、えちごトキめき鉄道爛及び北越急

行ll閑の経営安定化を図る支援を行う。また、運行ダイヤや乗 り継ぎなど利便性や快適性が

向上するよう鉄道事業者等へ働きかけを行うとともに、県及び沿線自治体、鉄道事業者、

関係団体等と連携して利用促進や沿線交流の活性化を図る。

【実施内容】

○えちごトキめき鉄道の利便性向上及び利用促進  808
・えちごトキめき鉄道活性化協議会を通じて、えちごトキめき鉄道の利便性の向上や

マイレール意識の醸成につながる利用促進の取組を実施

○えちごトキめき鉄道安定経営支援補助金  62,207
・えちごトキめき鉄道柳の経営安定化を図るため、投資 。支援スキームに基づき、同

社が行う鉄道設備の更新に対し支援を実施

○ほくほく線の利便性向上及び利用促進  78
・県、関係自治体及び北越急行腑 とともに、ほくほく線の利便性の向上やマイレール

意識の醸成につながる利用促進の取組を実施

○北越急行安全輸送設備等整備事業補助金  9,546
・北越急行柳の経営安定化を図るため、同社が国庫補助事業を活用して行う鉄道設備

の更新に対し、県及び関係自治体による協調支援を実施

○信越本線の利便性向上及び利用促進  189
・信越本線の利便性向上に向けて、新潟県鉄道整備促進協議会及び上越・北陸新幹線

直行特急実現期成同盟会を通 じた要望活動や利用促進の取組を実施するほか、 」R
東日本との意見交換を積粒的に行い関係強化を図る。
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歳出科 目 (P132～ P135) 2款 l項 7日 企画費

単位 :千円

市民、交通事業者、行政等が連携 。協力し、地域公共交通の利用促進に取り組むとともに、

地域の生活実態に即したきめ細かな地域公共交通ネットワークについて検討を進め、次期総

合公共交通計画を策定する。

通勤や通学、通院、買い物など、市民の日常生活に必要不可欠な移動手段を維持・確保す

るため、路線バスや乗合タクシー等の運行に対する支援を行う。

○上越市地域公共交通活性化協議会負担金  1,587

【目的】

市民ニーズや地域の特性に応じた地域公共交通の充実に向け、市民、交通事業者、行政

等が連携・協力し、効率的で利便性の高い公共交通ネットワークを構築する。

【31年度目標】

まちづくりの基盤となる公共交通ネットワークを構築するため、平成 30年度に行った路

線バスの乗降調査や住民アンケー ト調査の結果を基に、各地域の実情にあった運行形態や

ルー ト、本数等の公共交通の再編 。見直しについて住民と協議し、実効性の高い次期総合

公共交通計画を策定する。

【実施内容】
。次期総合公共交通計画の策定 (地域の特性や移動実態に即した運行形態の検討、地域

との合意形成、計画書の作成)

・バス等利用促進事業 (総合時刻表、高齢者向け利用啓発チラシ及び高校生等を対象と

したリーフレットの作成、各区ごとの路線バス利用啓発チラシの作成など)

○バス運行対策費補助金  370,246

【目的】

児童生徒の通学や高齢者の通院など、市民の日常生活を支える重要な交通手段である路

線バスや乗合タクシーの運行に対し補助を行い、生活交通を維持・確保する。

【31年度目標】

市民の日常生活を支える路線バスや乗合タクシー73系統の運行を維持・確保する。

【実施内容】

市民の日常生活を支える路線バスや乗合タクシー73系統の運行を維持・確保するため、

バス及びタクシー運行事業者に補助金を交付する。

事 業 名 本 年 度 前 年 度 〉ヒ    車交

地域公共交通運行対策費 374,469 391,180 △ 16,711

主 な 財 源 主 な 経 費

県支出金

一般財源

23,876

350,593

報酬

共済費

需用費

1,249

202

304

使用料及び賃借料   655

負担金補助及び交付金

371,833
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<参考 1> 年度別、補助路線区分別補助金一覧

年度

補助路線区分

平成 29年度実績 平成 30年度見込 平成 31年度予算

系統数 補助金 系統数 補助金 系統数 補助金

国庫補助路線 (幹線系統) 7 67,483 7 65,707 6 60,613

国庫補助路線 (フィーダー系統) 19 30,492 21 38,937 21 4i367

県単独補助路線 24 13と ,207 16 96,916 12 69,094

市単独補助路線 39 133,195 29 154,708 34 199,172

合  計 89 362,377 73 356,268 73 370,246

※平成 29年度は、年度途中における路線再編に伴う補助区分の変更が多かったことから

系統数の重複計上が多くなっている。

<参考 2> 平成 31年度 事業者別、補助路線区分別補助金一覧表

事業者名 補助路線区分 系統数
県補助金

(県→市→事業者)

市補助金

頸 城 自動 車

国庫補助路線 (幹線系統) 4 42,522

国庫補助路線 (フ ィーダー系統) 2 6,858

県単独補助路線 7 17,967 28,049

市単独補助路線 9 51,734

小   計 22 17,967 129,163

くびき野バス

国庫補助路線 (幹線系統) 2 18,091

国庫補助路線 (フ ィーダー系統) 4 15,214

県単独補助路線 1 1,641 3,964

市単独補助路線 8 56,937

小   計 15 1,641 94,206

頸 南 バ ス

県単独補助路線 l 605 1,181

市単独補助路線 5 30,582

小   計 6 605 31,763

頸北観光バス

国庫補助路線 (フ ィーダー系統) 3 9,199

県単独補助路線 3 3,663 12,024

市単独補助路線 9 57,439

小   計 15 3,663 78,662

東 頸 バ ス

国庫補助路線 (フ ィーダー系統) 7 8,352

市単独補助路線 1 1,382

小   計 8 9,734

ア イ エ ム

タ ク シ ー

国庫補助路線 (フ ィーダー系統) 1 954

市単独補助路線 1 776

小   計 2 1,730

新井タクシー

国庫補助路線 (フィーダー系統) 1 790

市単独補助路線 1 322

小   計 2 h H2
上  越  市 国庫補助路線 (フィーダー系統) 3

合   計

国庫補助路線 (幹線系統) 6 60,613

国庫補助路線 (フ ィーダー系統) 41,367

県単独補助路線 12 23,876 45,218

市単独補助路線 34 199,172

合   計 73
23,876 346,370

370,246
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<参考 3>平 成 31年度路線別バス運行対策費補助金一覧 (予算額)

系統

番写
路線名 起点～ 〔主な経由地〕～持点

運行

回散

実車
走行キロ

平均乗

重1密 !g
経常費用

20 43 401 141

宮 □ 規 I⊇〕 忘 阻ER前 ～ 中央病院～牧小学潜前 48 807 5 14 14 710 ASa

系雛

番 号
路線名 起汽～ 【主な経由地l～終点

運行

回数

実車

走行 キロ

平均乗

薫密度
経常費用

併 内・ 首 江 逮 循 君 繰

09 7 177 563

F9 吉サIt西部循 奮擦 ((び 吉駅捧 由 ) 占〕II区 総合車洛所前～《びき駅前～吉川区総合」:藩所 前 7669121

断井バ ス ター ミナル ～蛭川康～ コメ リ前 30 3 042 477

L補 野Jレ ーート 113401

7 021 127

系 統
|

路線 名 遥点 ～ ―
t主な経 由地 )～ 終点

運 行 実 車 平均乗
経常費用

江患駅 前～春 日山下 ～ 中央病院

津 セ ン タ ー 前 ～ 屋 溜 駅 前 ～ 海 岸 セ ン タ ー 前

系 統
路線名 起点 ～ (主な経 由地〕～終点

運 行 粟 車 平均乗
経 常買用

1鰭 娘 江 逮 限 前 ～ 1兵 癖 セ ン

'一
病 院 ～ 卜ま

'=4
強信 公 大 議 り娘

3019003

怖崎バ スター ミナル～長隆～森本 7 600 031

青柳 娘 la)

皓 里 岩 換 (1】

=27
沢ルー トIP時 】軍行】 断 井 バ ス タ ー ミナ ル ～ 中 姻 屎 総 合 喜

日 山・ 佐 内 線 |と 内入口～春日山下～中央病院

運 行 平均乗
経 常費用

20
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経常収益 経 常欠損 収 支率
国庫補助

対象経 費

市単補働

対象経資

国産捕助金 ① 県療助金 の 系統
番岳計

an 776 000 58 612 768 10 388 000
S S38 000

0 9 960 000

143 432 118

経 常収益 経常欠損 収支率
園 l霞補助
対象解 曽

市 単補助

対 象篤 螢

園庫補助金 ① 県補助金 ② 系統

番号

2 607 000 Fl

5 133 000 0 0 6 655 000 6 655 000

3 234 000 6 460 S26 2 817 000
3 356 00n

728 07И

810 000

67 9χ 918 500
つ 121 00d Fll

2 766 258 1 401 000

604 94 4

G8 000

℃

経 常収益 経常欠長 l戻
―
支率

果準補風癌
対れ解 脅

市単禰 :切

対とム写鬱
市補 助金

(3う +(4う

系統

番暑

9 611 000

7 243 571

2 875 139

経 常収益 経常欠撮 収支 率
県 単 補 助

対 争 解 脅

市 単補助
対 儀鰐 骨

市補助金
(3う +`赫

系統
番暑

0

a

〔 ℃ 0

5 411 885
I 2 759 000

' 437 857
13 000

5

3

9 634 594

3 531 118
1     15 761 000

I 666 9И

経 常収益 経 常欠損 収支率
国 庫・ 県 単 補 助

―
韻 衛 解 脅

市 禰 勁 金

(赫 +セD
系 寵

番 昇



提  出  課 企画政策課

歳出科日 (P134～ P135) 2款 l項 7日 企画費

単位 :千円

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 8 需用費 8

【目的】

本市に居住し市外の大学等に通学する学生に対し奨学金 (通学費)を貸し付け、卒業後

の地元就職に対するインセンティブを設けることで将来にわたる定住を促す。

【31年度目標】
。高校生等に対して、広く制度の周知を図る。

・奨学金の貸付、返還や免除に係る業務を円滑に行う。

【実施内容】

・基金の適正な運用を図り、貸付・返還業務を行う。

・基金総額  2億円
。対 象 者  次の要件のいずれにも該当する者

①上越市に居住する 30歳未満の者

②大学、大学院、高等専門学校 (専攻科を含む。)及び専修学校 (専門課

程に限る。)に在学する者

③主として公共交通機関 (鉄道、路線バス等)を利用し、通学している

者

・貸 付 額  定期代の合計額の範囲内で、月額 50,000円 まで
。貸付期間  貸付決定の月から学校の最短修業年限の終期までの間で申込者が希望す

る期間

・返  還  貸付が終了した月の翌月から起算して、6月 を経過した後、4年以上 8年

以内の期間内に返済 (無利子)

・返還免除  返還期間中に本市に居住し、かつて規則で定める区域内の事業所等に就

業したとき、その期間中における奨学金返還額の 2/3を免除

申込者数
貸付

返還
返還猶予

計 50人 20人 12人 18人 32人 16人 12人 2人

18人 6人 3人 9人 12人 6人 3人 0人

32人 14人 9人 9人 20人 10人 9人 2人

事 業 名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ    車交

定住促進奨学金貸付事業 8 15 △ 7

〈利用状況 (平成 31年 1月 末現在))
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・貸付額

。1人あたり貸付月額

。通学方法 (乗 り継いでいる場合があるので利用者数と一致しない)

・通学先の市町村

・学校種別

計 28年度 29年度 30年度

13,725,796円 4,103,955円 4,773,123円 4,848,718円

l万 円未満 1～ 2万円 2～ 3万円 3～ 4万円 4～ 5万円 5万円 (上限)

2人 23人 10人 2人 3人 10人

新幹線 在来線 路線バス 高速バス 路面電車

13人 44人 7人 1人 1人

県内 (35人 ) 県外 (15人 )

新潟市 長岡市 柏崎市 加茂市 長野市 上田市 高崎市 富山市 射水市

2人 27人 5人 1人 9人 2人 1人 2人 1人

4年制大学 (9人 ) 短期大学 (3人 ) 専修学校 (36人 ) 高等専門学校 (2人 )

県 内 県外 県 内 県 外 県内 県外 県 内 県外

6人 3人 1人 2人 27人 9人 1人 1人
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提  出  課 新幹線・交通政策課

歳出科目 (P144～ P145) 2款 1項 22目 駐車場管理費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度

'ヒ

    柑父

上越妙高駅駐車場等管理費 14,774 0 14,774

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

一般財源

13,523

1,251

需用費

委託料

1,648

11,798

【目的】

上越妙高駅駐車場等の維持管理を適切に行い、駅利用者に安全・安心、かつ快適な利用

環境を提供する。

【実施内容】

○需用費  1,648
。消耗品費  1,175

東口・西口。東ロロータリー駐車場の自動精算機消耗品

・光熱水費  473
東口。西日。東ロロータリー駐車場の電気料金

○委託料  H,798
・施設管理委託料  5,869

東口 。西口 。東ロロータリー駐車場の管理業務委託ほか

・除排雪委託料  4,678
東口 。西日 。東ロロータリー駐車場の除排雪業務委託

・事業用地管理委託料  1,251

草刈業務委託

※8款 5項 2日 の新幹線新駅周辺整備事業及び新幹線新駅周辺施設維持管理費の駐輪 。駐

車場等に係る経費を移行
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提  出  課 上越市創造行政研究所

歳出科目 (P144～ P147) 2款 1項 23日 政策研究所費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ    車交

調査 。研究費 8,526 5,474 3,052

様々な社会情勢の変化を見据え、市政における重要課題の解決や理想像の構築に寄与し、

地方自治体としての政策形成能力の向上を図るため、総合的・中長期的 。広域的な視点から

地域独自の調査研究を行い、庁内各課との連携等を通じて実効性の高い政策提案を行う。

【目的】

調査研究等を通じて市政における重要課題の解決や理想像の構築に寄与し、地方自治体

としての政策形成能力の向上を図る。

【31年度目標】
。人口をはじめとする統計データや地域資源情報など、政策形成に必要とされる基礎的

データについて、よりわかりやすさを意識した提示を行う。

・庁内の総合的かつ中長期的な政策立案を支援するため、庁内関係課と連携した調査研

究を行う。

・創発的な地域づくりを支援するため、地域への直接的な働きかけに貢献する研究交流

を推進するとともに、今後の取組強化に向けた基礎研究を行う。

【実施内容】

○調査研究 <主なテーマ案>
。今後の国際交流のあり方に関する調査研究

・論理的な政策立案に資する地域学習素材の作成
。地域における創発的な学習・交流の場 (プラットフォーム)に関する調査研究

○研究交流、情報発信

・信越県境地域づくり交流会や市職員 。有識者等による研究会の開催

・ニュースレターの発行 など

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 8,526 報酬

旅費

需用費

3,060

1,383

656

委託料 2,618
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提  出  課 新幹線 。交通政策課

歳出科目 (P152～ P153) 2款 1項 29日 鉄道駅舎等管理費

単位 :千円

事 業    名 本 年 度 前 年 度 レヒ    嘉交

鉄道駅舎等管理運営費 7,776 12,770 △4,994

主 な 財 源 主 な 経 費

財産収入

諸収入

一般財源

338

123

7,320

報償費

需用費

役務費

250

3,215

82

委託料

使用料及び賃借料

4,141

60

鉄道利用者の安全確保及び利便性の向上のため、ほくほく線及び信越本線の駅待合所等関

連施設の適切な維持管理を行う。

【目的】

市が所有する駅待合所等関連施設の適切な維持管理等を通じ、鉄道利用者の安全確保及

び利便性向上を図る。

【実施内容】

駅待合所等関連施設の清掃、周辺の草刈り及び修繕等の維持管理

(内訳)

路線名 区 名 駅 名 予算額 主な内容

ほくほく線

浦川原区

うらがわ ら駅

3,559

清掃、エレベーター保守、樹木管

理等

虫川大杉駅
清掃、浄化槽管理、芝管理、樹木

管理等

大島区 ほくほく大島駅 2,093

清掃、浄化槽管理、屋上除雪、自

動 ドア・エレベーター保守、草刈

り等

[新 ]エ レベーター停電灯装置用バ

ッテリー修繕、圧カセンサー交換

等 (131)

頸城区
くびき駅

1,579
清掃、自動 ドア保守、樹木管理等

大池いこいの森駅 清掃、浄化槽管理、樹木管理等

信越本線 大潟区

犀潟駅

545

清掃、浄化槽管理等

*待合所は JR管理

土底浜駅
清掃、浄化槽管理等

*待合所は JR管理
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提  出  課 企画政策課

歳出科日 (P162～ P163) 2款 5項 1日 統計調査総務費

単位 :千円

事    業    名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ    車交

統計調査総務費 1,920 2,024 △104

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 1,920 報酬

共済費

旅費

1,235

214

H9

需用費

役務費

使用料及び賃借料

6

170

176

【目的】

誰もが必要な統計情報が得られる環境を整備する。

【31年度目標】

上越市の各種行政施策等の基礎資料とするほか、市民等の多様な利用に供するため、各

種統計調査結果の情報収集及びデータベース化を行い、統計要覧の発行やホームページの

随時更新により提供する。

【実施内容】

・上越市統計要覧の発行

・各種統計調査結果のデータベース化
。各種統計調査結果の情報収集に努め、随時ホームページに掲載する。
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歳出科目 (P162～ P165) 2款 5項 2日 統計調査費

単位 :千円

○平成 31年度に実施する各種統計調査等  29,978

【目的】

工業統計調査を始めとする各種統計調査を正確かつ円滑に実施する。

【31年度目標】

進捗管理の徹底、審査手順の明確化等のチェック体制を確立し、工業統計調査、農林業

センサスを始めとした各種調査事務を正確かつ円滑に実施する。

【実施内容】

調査名称 周期 調査基準日 本年度実施内容

工業統計調査 毎年 6月 1日 調査実施

学校基本調査 毎年 5月 1日 調査実施

全国家計構造調査 5年ごと 10月 ～ H月 調査実施

国勢調査単位区設定 5年ごと 10月 1日 調査区の見直し

農林業センサス 5年ごと 2月 1日 調査実施

経済センサス調査区設定 毎年 6月 1日 事業所名簿及び調査区図面の見直し

経済センサスー基礎調査 5年ごと 6月 1日 調査実施

○統計調査員確保対策事業  70
【目的】

各種統計調査を円滑に行うため登録統計調査員を確保するとともに、調査員の資質向上

を図る。

【31年度目標】

市広報及びホームページによる募集を通じて統計調査員希望者の登録を推進し、調査時

に必要な人材を確保するとともに、調査員に対し統計の意義の説明や利活用事例などの情

報提供を行い、資質向上を図る。

【実施内容】

登録統計調査員の募集及び統計業務に係る情報を統計調査員へ提供する。

(参考)ヌュk録統計調査員の状況 (平成 31年 2月 1日 現在)

合併前上越市 13区計 合 計

登録者数 (人 ) 1 1 4 64 178

事 業 名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ    車吏

工業統計調査費ほか 30,048 11,272 18,776

主 な 財 源 主 な 経 費

県支出金 30,048 報酬

共済費

報償費

27,800

485

815

旅費

需用費

役務費

320

212

339
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提  出  課 新幹線・交通政策課

歳出科 目 (P270～ P271) 8款 2項 2日 道路維持費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 〉ヒ    車交

上越妙高駅周辺施設維持管理費 45,481 0 45,481

主 な 財 源 主 な 経 費

財産収入

諸収入

一般財源

206

425

44,850

需用費

委託料

工事請負費

10,964

23,378

10,098

【目的】

自由通路、昇降施設及び駅前広場等の上越妙高駅周辺の公共施設について、維持管理を

適切に行い、駅利用者に安全 。安心、かつ快適な利用環境を提供する。

【実施内容】

○需用費  10,964
・消耗品費  29

事務用消耗品
。光熱水費  10,835

融雪設備及び昇降施設等の電気料金、東口。西ロトイレ等の水道料金
。修繕料  100

各施設の営繕修繕料

○委託料  23,378
・施設管理委託料  23,290

自由通路エレベーター等保守点検業務委託、エスカレーター遠隔監視業務委託

自由通路、東口・西日駅前広場及び トイレ等の清掃業務委託

東口 。西口駅前広場等の植栽管理業務委託ほか
。電子計算機維持管理委託料  88

建設CAD保 守管理

○工事請負費  10,098
・維持修繕工事  918

区画線等修繕工事

・事務所解体工事  9,180
上越妙高駅周辺整備事務所の解体工事

※8款 5項 2日の新幹線新駅周辺施設維持管理費の自由通路 。昇降施設、駅前広場等に係

る経費を移行
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提  出  課 新水族博物館整備課

歳出科目 (P320～ P323) 10款 5項 5日 水族博物館費

単位 :千円

事    業 名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ    車交

水族博物館管理運営費 8,496 22,879 △14,383

主  な  財  源 主 な 経 費

一般財源 8,487 報償費

需用費

役務費

391

367

536

委託料

使用料及び賃借料

497

6,467

【目的】

自然環境の保全などへの関心を高めるため、水生生物の飼育などを行うとともに、来館

者の安全確保を第一に施設の維持管理を行う。

【実施内容】

○施設の維持管理  7,433
・水族博物館としての魅力や役割をよリー層高めるため、指定管理者等のノウハウを

いかし、水生生物の飼育展示や体験プログラムの充実に取り組む。

・来館者の快適性・安全性を確保し、満足度の高い適切なサービスを提供するため、

指定管理者の管理運営の状況を点検するとともに必要な指導を行う。

○マゼランペンギンの保全活動  1,063
・マゼランペンギンの保全活動に資するため、自然保護区における監視活動用資機材

(双眼鏡を予定)をチュブ州に提供するなど、アルゼンチンの関係機関との連携を継

続する。
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